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【研究テーマ】

1. 肝細胞増殖因子の細胞運動性亢進作用発現における ERK-MAPキナーゼの役割

2. Heat Shock Protein 70結合タンパク (HspBP1) の機能 析

3. 癌細胞の増殖、運動性を 害する植物由来ポリフェノールの探索
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1.　平野 愛、川畑 拓誠、 村 進、河野 通明: 抗がん剤による Hsp70 Binding Protein 1

（HspBP1）の発現亢進とその分子機構、第 124年会日本薬学会、大
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支 大会、 崎
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【研究費取得状況】

1. 肝細胞増殖因子の細胞運動性亢進作用発現における ERK-MAPキナーゼの役割; 文

省科学研究費・若手研究（B）

【過去の研究業績総 】

原著論文（欧文） 7編 （ 文） 0編

総説　　（欧文） 0編 （ 文） 3編

著書　　（欧文） 0編 （ 文） 0編

紀要　　（欧文） 0編 （ 文） 0編
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